
  

2015年度 

第9回 鹿児島県児童クラブ連絡協議会 

 
 

    

 

○日  時   ２０１6(平成28)年３月１３日（日） 10：30受付 １１：００～１６：００ 

○会  場   鹿児島市「鹿児島県青少年会館大ホール」 （鹿児島市鴨池新町1番8号） 

○受講料   ８００円（資料代）＊加盟クラブは、５００円 

○主 催   鹿児島県児童クラブ連絡協議会 おおすみ学童保育の会 霧島市児童クラブ連絡会 

○後 援   薩摩川内市放課後児童クラブ連絡協議会 

○日 程 
10:30    11:00       12:30       13:30              16:00 

受 付 基調講演 昼食・休憩 研修講座・分科会 

 

□ 基調講演＆研修講座（分科会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基調講演                                                 11:00～12:30 

    「子どもの発達と心理（幼児期・学童期） 

―保育・教育に活かすカウンセリング技法の理論と実践について―」 

講 師：熊谷 良子 （くまがや りょうこ）さん ／（カウンセラー／メンタルケア心理士／保育士）） 

子どもたちを深く理解することは、指導員の仕事にとって一番大切なことですが、見通しのある指導・援助

をするために、子どもの心と体の発達を学びます。 

◆研修講座＆分科会                                            13:30～15:50 

１，基礎講座   指導員の仕事と役割（毎日、年間の生活をどうつくるか）       【初任者 １～３年未満対象】 

２，実践講座  通信・クラブだより～日々の記録を基礎に～通信（クラブだより）を出す意味、なにをどう書くのか、書くう

えで大切にしていること、配慮している点は？   

 ※実際に通信（クラブだより）をつかって検討します。       【中堅者 ３年以上対象】 

３，理論講座   子どもの成長・発達とは―保育・教育に活かすカウンセリング技法の理論と実践  

（ワークショップ）     講師：熊谷良子さん／カウンセラー・保育士 宮崎市在住 

           ※小グループに分かれて、カウンセリングの実践を行います。 

【リーダー・主任クラス ５年以上対象】 

まとめ                                         15:50～16:00 



  

■基調講演    「子どもの発達と心理（幼児期・学童期） 

―保育・教育に活かすカウンセリング技法の理論と実践について―」 
講 師：熊谷 良子 （くまがや りょうこ）さん ／カウンセラー／メンタルケア心理士／保育士 

【プロフィール】 
 ピア・サポート・トレーナー、NPO法人 チャイルドラインみやざき 理事・NPO法人こども遊センター「良
子さんのカウンセリングルーム」主宰。・研究テーマ：「乳幼児の発達と青年期の意識構造」「子ども時代の家
族関係と対人関係形成の関連」「実母による乳幼児虐待についての考察―心理と構造」 
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◆研修講座＆分科会 

１，基礎講座  指導員の仕事と役割（毎日、年間の生活をどうつくるか） 

戸床 珠美さん／高山児童クラブ 指導員 
はじめに 

 ○参テキスト『学童保育指導員の仕事』84ページ 

 子どもたちは、５時間、６時間授業に加え、習い事や塾などに追われて、バタバタとしたゆとりのないスケジュール

をこなしています。 

 そんな日常の中で、私たちがいかに生活の場を作り、「もっと遊びたーい」と思える学童を目指して一緒に考えてい

きたいと思います。 

 

 

１，生活づくりについて                    ○参テキスト『学童保育指導員の仕事』56ページ 

① 学校から帰ってからの時間、ゆとりのある生活内容になっているか。 

 

② 生活の流れが把握できているか。 

 

③ 設定されたものでなく、個々の自由時間が確保されているか。 

 

④ 個人と集団での時間が理解できているか。 

 

⑤ 子どものスケジュール、学校、地域の行事に対応できているか。 

 

⑥ 保護者が学童での生活の流れを理解しているか。 

 

 

 

２，生活における大切な活動                  ○参テキスト『学童保育指導員の仕事』50ページ 

・文化的活動  （行事・制作・読み聞かせなど） 

・生活活動   （当番・おやつ・掃除など） 

・基本的生活習慣 

・集団における約束ごと 

・学習 

・自由な遊び 

 

 

３，あそびについて 

① 指導員も一緒にあそぶ？ 

 ・一緒にあそびながら子どもの日常の表情の違いに気づく 

 

 ・あそびの中で見せる男気？ それとも…… 

 

 

４，指導員としての配慮と働きかけ 

  ・遊び場所、道具の点検などの安全管理 

     遊具の場所 

     取り扱いのルール 

 

  ・自発的にあそべるようサポート 

     指導員も一緒に遊ぶ（子どもと指導員の関係性） 

     あそびの提供 
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・トラブルが起きたときのサポート 

   頼られる存在 

   子ども自身が考え、話し合う機会を作る 

   感情が抑えられない子どもへの対応（その子に合った） 

 

・子ども同士の人間関係を理解し、その子の発達を理解する 

   一人ひとりの発達状況の把握 

   いろいろな遊びに参加できるようサポートする 

→強引にならないように 

   

  ・主体的に遊べるようになったら見守る 

 

 

５，グループ討議 
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２，実践講座  通信・クラブだより～日々の記録を基礎に～ 

通信（クラブだより）を出す意味、なにをどう書くのか、書くうえで大切にしていること、配慮している点は？ 

田間美沙緒さん／霧島市・指導員 

 

 

 「放課後児童クラブ運営指針（厚生労働省 2015年 3月 31日）」 第３章１－（４）－⑨ ４－（１） ５－（１）  

別紙 

 

１，毎日の記録 

○ 保育日誌は、子どもについての記録（指導員間でのみ共有） 

○ 保育日誌は、行事・おやつ等の記録 

 
 ①保育日誌 

 ○ 子どもの姿が思い描けるように書く → 事実を共有し合う 

○ 指導員がどう関わったか 

○ 関連性がある事がらについては、前回の記録の日付も記入 

○ ちょっとした子どものつぶやきや、日常のひとコマも 

○ 子どもだけでなく保護者からの相談等も記入 

 

時々、４月もしくはもっとさかのぼって読み返すことで 

こどもの姿、変化が良く理解できる ⇒ 次ぎにつながる記録 

 

 ②業務日誌 

 ○ おやつの内容や帰りの会での読み聞かせの絵本の題名 

 ○ インフルエンザや病欠のこの記録 

 ○ 行事計画を立てる時の参考 

 

 

２，通信（クラブだより）を出す意味 

◆伝えることは指導員の仕事 

○ 放課後児童クラブ（学童保育）の役割に照らして → 学童保育での性格、子どもの様子を伝え、保護者が安心し

て働けるように 

 

 

３，通信・クラブだよりになにをどう書くのか 

なにを 

◆毎日の生活のなかでのひとコマ、子ども（子ども同士）の姿やかかわり 

おもわず笑ってしまうこと、「？」首をかしげること、助け合ったり手をかしたりしている場面、子どもの成長を実

感したできごと、ケンカやもめごとのてん末など 

■運営指針に位置づけられ明記された放課後児童支援員（指導員）に必要な仕事 

 子どもが現在（いま）を幸せに生活し、未来（あす）を生きる力を育てる保育の仕事に誇りと責任をもち職場における倫

理を遵守して、自らの人間性と専門知識や技術の習得・向上、ならびに職場倫理の維持・向上に努め、一人ひとりの子

どもを心から尊重します。 

【通信（クラブだより）を出す意味と、どう伝え、書くか】 

 児童クラブでの子ども様子を日常的に保護者に伝え、家庭と連携して育成支援を行う。 

1. 書き続け、読み返すことで自分の保育の振り返りや仕事の点検となるように、日々の保育記録ともとに。 

2. 書くときなにより大切なのは働きながら子育てをしている保護者を『子どもの姿を伝える』ことで励ますという視点と

内容に心がける。 

3. 子ども・保護者の人権、プライバシーへの充分な配慮を。 

 実践記録の目的は、指導員自身が実践を省察することで、自らの実践力を高めることを目的としています。 

通信（クラブだより）をつかって、日々の実践記録のあり方や通信の紙面づくりの工夫やヒントの交流の場づくり。 
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  ◆指導員の子どもへの思いや見方・とらえかた 

どの場面を切りとるか、なにをとり上げるか、指導員がどう考え関わったかで伝わる 

  ◆様々な活動の予定や内容の紹介・過程・報告も必要 

特に行事のとりくみなど、子どもたちの様子を通して伝える～保護者の理解や協力が得やすい  子どもと保護者、

保護者同士の共通の話題や楽しみになったりする 

 

 

どう 

 ◆事実を具体的に（会話・つぶやき・動き・しぐさ・表情を交えて） 

学童保育は毎日、毎日同じ子どもたちが、一定の流れのなかで生活をおくる場→ただ漫然と見ていては見えてこな

い、気づかない。振り返って子どもや場面を掘り起こす作業→日々の記録 

 ◆難しい言葉や字は避けて、やさしい表現で読みやすい紙面を心がける 

字ばかりがギッシリでは読む側も疲れる  レイアウトやカットなどを工夫する 

  ◆なにより大切なのは働きながら子育てをしている保護者を『子どもの姿を伝える』ことで励ますという視点と内容で

書かれているか 

 

 

４，通信（クラブだより）を書くうえで大切にしていること、配慮している点 

 ◆子ども・保護者の人権、プライバシーへの充分な配慮を 

○ 通信（クラブだより）は活字になり、いったん発行されるとみんなに一斉に読まれる  子どもも読むことも心

に留めて 

 

伝える手段は通信（クラブだより）だけではない、顔をあわせて直接話した方がいいこともある 

 

 

５，実際に通信（クラブだより）をつかって検討 

 

参加者のみなさんもぜひ意見を 

紙面づくりの工夫やヒントの交流も 
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【別紙】『放課後児童クラブ運営指針（厚生労働省 2015年3月31日）』 

 

第３章１－（４）－⑨ 

 ⑨ 放課後児童クラブでの子どもの様子を日常的に保護者に伝え、家庭と連携して育成支援を行う。 

 放課後児童クラブにおける子どもの様子を日常的に保護者に伝える。 

 子どもに関する情報を家庭と放課後児童クラブで共有することにより、保護者が安心して子育てと仕事等を両立

できるように支援する。 

第３章５－（１） 

 （１）育成支援に含まれる職務内容 

  放課後児童クラブにおける育成支援に係る職務内容には、次の事項が含まれる。 

○ 子どもが放課後児童クラブでの生活に見通しを持てるように、育成支援の目標や計画を作成し、保護者と挙通の

理解を得られるようにする。 

○ 日々の子どもの様子や育成支援の内容を記録する。 

○ 職場内で情報を共有し事例検討を行って、育成支援の内容の充実、改善に努める。 

○ 通信や保護者会等を通して、放課後児童クラブでの様子や育成支援に当たって必要な事項を、定期的かつ同時に

全ての家庭に伝える。 

第３章４－（１） 

（１）保護者との連絡 

○ 子どもの出欠席についてあらかじめ保護者からの連絡を確認しておく。 

○ 放課後児童クラブにおける子どもの遊びや生活の様子を日常的に保護者に伝え、子どもの状況について家庭と放

課後児童クラブで情報を共有する。 

○ 保護者への連絡については、連絡帳を効果的に活用することが必要である。その他、保護者の迎えの際の直接の

連絡、通信、保護者会、個人面談等の様々な方法を有効に活用する。 
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３，理論講座  子どもの成長・発達とは 

（ワークショップ）  ―保育・教育に活かすカウンセリング技法の理論と実践 

講師：熊谷 良子（くまがい りょうこ）さん／宮崎カウンセリング&リカバリールーム 

【プロフィール】 

※カウンセラー  ※メンタルケア心理士  ※保育士  ※ピア・サポート・トレーナー 

・「宮崎カウンセリング＆リカバリールーム」を 1997年に開設 

     不登校・ひきこもり、思春期青年期問題、依存症、摂食障がい、家族・地域・職場での人間関係など

のカウンセリングに従事 

・ひきこもり・不登校の人たちの集いの場「DoーBe」主宰 1997年～2005年 

・研究テーマ：「乳幼児の発達と青年期の意識構造」 

「子ども時代の家族関係と対人関係形成の関連」 

「実母による乳幼児虐待についての考察―心理と構造」 
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●問い合わせ：ＦＡＸ送信先 

   鹿児島県児童クラブ連絡協議会事務局（青葉児童クラブ内） 

〒899-4301 鹿児島県霧島市国分重久2105-1 

     ＴＥＬ／ＦＡＸ ０９９５－４５－７８００ 

   ホームページ：http://m-jidouclub.com/krijidouren-index.htm 

 

携帯サイトです。 
ブックマークに登録を！ 


